
商品市況展望 平成 24 年 3 月 25 日記 

 

◆ある国の繁栄と崩壊の物語?「ユートピアの崩壊」 

 

ナウル共和国。太平洋に浮かぶ、国土面積がわずか 21km2 の独立国家でバチカン、モナコに次いで小さく人

口も１万人程度しかいない。この国がたどった歴史はまるで寓話のように"よくできたストーリー"であり、作

り話のように思える。しかし、本書で詳しく語られるナウルの物語は純然たる実話です。全国民へのベーシッ

クインカム支給、税金はタダ、電気代、病院代も無料、結婚すると新居を国が与えてくれる。加えて、国民所

得は世界トップレベル。しかし、繁栄は長続きせず、富、文化、環境を失い、石器時代に戻ろうとしています。

ギリシャ問題など比較にならない、現代における史上最大の破綻国として、この小さな共和国は名を残すこと

になるでしょう。  

 

この富の源泉はリン鉱石です。膨大な時間をかけてアホウドリを始めとする海鳥の糞が堆積されることで生成

されるこの資源は、良質な化学肥料の原料となるため高値で取引されます。島全土で採掘が可能なこのお宝を

彼らはとにかく掘りまくりました。その結果、1 人あたりの GNP ベースで日本が 1 万ドル弱、米国でさえ 1

万 4 千ドル程度だった 1980 年代初頭に、ナウルは 2 万ドルを誇るまでになります。  

 

「リン鉱石立国」として 1968 年に独立国家となった彼らの繁栄は、無計画な採掘により 15 年と持ちません

でした。採掘できる資源には限りがあることくらい、彼らでも分かってはいたのです。リン鉱石で稼いだお金

の半分は国民に分配され、残り半分は政府により国外への投資に向かいました。 

 

国民は一周 30 分で回れる狭い国土に不要だと思える高級外車を買い漁り、食事は外食しか行わなくなり、海

外にショッピングに出向き散財しました。驚く事に彼らは働いて稼ぐことを知りません。欧州諸国に"発見"

される前は主に漁業で自給自足の生活をしていたのですが、イギリスの植民地時代には強制労働に徴用され、

そして独立後はリン鉱石の輸出により何もしなくてもベーシックインカムで金が勝手に口座に振り込まれる

ようになりました。リン鉱石の採掘作業を行うのは専ら中国人などの出稼ぎ労働者達であり、小売りや外食店

を営むのも外国人達。彼らはただ消費するだけでした。その結果、富は失っても、いまだにダントツで世界一

の肥満国（2008 年の WHO の調査によると、国民の 79％が肥満）であり、多くの国民が糖尿病で苦しんでい

ます。リン鉱石が枯渇し、国に唯一あった国立銀行も破綻して預金の引き出しも出来なくなった今では、働い

て稼ぐ経験をしたことがない彼らは、生きていくには漁業による自給自足の生活に逆戻りするしかないのです。

かつての遠い祖先が行っていたように。  

 

政府は何をやっていたのでしょうか。先に書いたように、採掘できる資源には限りがあることくらい、彼らで

も分かってはいたのです。しかも、1990 年代から 2000 年代初頭には掘り尽くしてしまうことが、独立の頃

から分かっていたといいます。その対策として、政府がやったことは、海外への投資です。オーストラリア、

ニュージーランド、ハワイなどのホテルやマンションといった不動産をとにかく買いまくりました。リン鉱石

しか資源がなく、狭く観光にも適さない国家の取り得る選択肢として海外へ目を向けるのはある意味必然だし、

それしかないでしょう。  

結局、これも失敗でした。財務大臣でさえも、ほとんど金融知識をもたない素人だったため、海外からやって

くるあやしげな連中に手玉に取られ、多くの資金が知らぬ間にどこかに消えてしまう始末。 

リン鉱石もダメ、海外投資もダメとなって、ついには国家ぐるみで犯罪を助長する行為に手を出し（マネーロ

ンダリング、不法パスポート発行等々）糊口を凌ごうとするのですが、焼け石に水。その上、当然ながら世界

的な非難を浴びてしまう。  

 

ナウルの状況はダイヤモンド著の文明崩壊で語られるイースター島の崩壊の物語を彷彿とさせます。ナウルと

同じ太平洋の小島イースター島は、無計画な開発と環境破壊を続けた結果として、ついには資源を消費し尽く

して文明が消滅してしまい、島民の生活は石器時代に戻りました。 

両者の大きな違いは、イースター島は他の文明と隔絶され閉鎖された空間に存在し、また、森林破壊等が国土

http://gw07.net/archives/6836778.html
http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4794214642/kabusikizyuuh-22/ref=nosim/


に与える影響を科学的に分析・理解できる時代ではなかったのに対して、ナウルは地理的にはイースター島と

同じく世界の果てに位置するにせよ、他文明と隔絶するどころかむしろ積極的にグローバリゼーションの波に

乗って行き、それに飲み込まれた結果として崩壊に向って行っている点です。また、それが持続可能ではない

ことも彼らには分かっていた（けども止められなかった）という点も見逃せません。 

これはナウルだけの問題なのか、考えさせられます。 

 

 米国の先行きに対して、このナウルと同じなのだという論も最近は多く出てきているようだ。

これは中東や欧州でも日本でも同じだとする人も多いわけだけれども、少なくとも日本人だって

米国人だって、結構働き者だと思うけどね。 

 だから、ナウルにはならないとは思うんだが…。 

 

 

 



〔貴金属〕 
今週の金の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

3 月 19 日 \4,458 -6 \4,468 -6 

3 月 21 日 \4,444 -14 \4,454 -14 

3 月 22 日 \4,423 -21 \4,433 -21 

3 月 23 日 \4,387 -36 \4,397 -36 

金相場は、先週号においては『4,558円で 2番天井を打っているだろう。先の底値である 4,331

円を割り込む下げを期待しており、4,200 円台に入った場面が買い場になるのではあるまいか。

目先売り、大勢買いの相場であると見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、下げ始めた相場が 4,300円台へと突入。安値は週末に 4,347円まであった

が、その後は戻した。 

○東京金日足 

…削除済み… 

2番天井の 4,558円（3/12）→4,347 円（3/23）までの下げ幅は 211円である。予想通りに下

げてきた相場ではあるが、まだ 4,200 円台には入っておらず、4,331 円（3/7）も割り込んでい

ない。 

 

週末の夜間取引ではまた戻しており、…中略… 

 

理想的には、4,331円→4,558円までの戻り幅227円の倍返しである454円の下げ、つまり4,104

円まで下げれば絶好の買い場と見ている。 

しかし売り玉のストップロスは引き下げ、今度は 21日の高値である 4,481円に設定してみた

い。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \3,970 4 月 26 日 \4,751 9 月 7 日 \3,807 
12 月 30

日 
\4,387 

2012 年 6 月 \3,909 6 月 28 日 \4,754 9 月 7 日 \3,810 
12 月 30

日 
\4,390 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 
12 月 30

日 
\4,394 

2012 年 10 月 \4,229 
10 月 27

日 
\4,652 2月 27日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,395 

2012 年 12 月 \4,037 
12 月 26

日 
\4,654 2月 27日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,396 

2012 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2月 27日 \4,331 3 月 7 日 \4,397 

  

○NY金日足（3/22現在） 

…削除済み… 

週末 3/23 の NY 市場は、前日比 19.9 ドル高の 1662.4 ドル。国内換算では 15 時半比 18 円高

であり、82円台前半まで円高となっているため、さほど上がっていない。為替は 82円ジャスト

まであった。 

 

NY 金はすでに一目均衡表の雲の下に出ており、2/28 の高値 1792.7 ドルからは完全に下げ基

調で 1650ドルを割り込んだ。…中略… 

今後も金相場は、為替相場の影響の方が大きいと見ている。 



 

CFTC 発表の 3/20現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

3/23 現在の ETF残高は、…中略… 

金自体の材料の中で、インドが金に掛かる関税を 4月より 4％と今まので倍に引き上げると発

表しており、同国の需要が大幅に減退する懸念が浮上している。こういう事が、金投資に対し慎

重な見方が浮上する事となり、ETF残高も減少に繋がったのだろう。 

 

 結論として当方の相場観は、もう一段安を期待しており、本格的な買い場はそこからだろうと

の見方である。目標値、ストップロスは、本文に記載のとおり。 

 

 
今週のプラチナの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

3 月 19 日 \4,502 -48 \4,525 -44 

3 月 21 日 \4,457 -45 \4,476 -49 

3 月 22 日 \4,396 -61 \4,406 -70 

3 月 23 日 \4,350 -46 \4,366 -40 

プラチナ相場は、先週号においては『4,589円で 2番天井を打っただろう。大勢は押し目買い

のままだろうが、目先は調整安が先と見て、下落を待っての買いがベターであろう。4,100円台

までの下げを期待している』とコメントした。 

今週の相場展開は、4日連続の陰線下げとなり、週末には安値で 4,295円まで記録。そこから

は戻したものの、予想通りの調整局面入りであった。 

○東京プラチナ日足 

…削除済み… 

4,589円（3/14）→4,295円（3/23）までの下げ幅は 294円。まだ 4,100円台まで落ちてはい

ないが、応分の下げとなってきた。 

 

出来れば 4,191 円（3/7）を割り込んで欲しいし、最大下げれば 4,191 円→4,589 円までの上

げ幅 398円の倍返しである 796円、つまり 3,793円までの下げが想定されるが、それは高望みし

過ぎだろう。 

最近の相場は、上でも下でも抜けたと思える地点が売り場、買い場になるケースが多いわけで、

暴落は株価の急落などの外部要因が無いと無理だろう。腹八分目のところから、買い始めた方が

無難かもしれない。 

 

週末 3/23の NYプラチナは、…中略… 

 



一代の動きは以下のとおり。 
東京プラチナ一代の動

き 
      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \4,826 4 月 26 日 \4,921 5 月 6 日 \3,363 
12 月 30

日 
\4,350 

2012 年 6 月 \4,445 6 月 28 日 \4,770 8月 23日 \3,370 
12 月 30

日 
\4,342 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 
12 月 30

日 
\4,340 

2012 年 10 月 \3,918 
10 月 27

日 
\4,570 3月 14日 \3,375 

12 月 30

日 
\4,349 

2012 年 12 月 \3,605 
12 月 26

日 
\4,582 3月 14日 \3,376 

12 月 30

日 
\4,359 

2012 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3月 14日 \4,191 3 月 7 日 \4,366 

 

○白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,366円（プラチナ）－4,397円（金）＝-31円。 

 

-547 円（12/8）→95 円（3/16）までサヤが開いた相場だが、先週号で｢ただし今はレンジの

上限なので、来週は詰まるだろう｣としたものが、予想通りに詰まってきた。 

ぼちぼちレンジの下限なので、右肩上がりの拡大が続くとするならば、この辺からまたプラチ

ナ買い・金売りを仕掛ける場面だろう。ただしここから更に詰まると、一時的にでもトレンドが

変わるのでその限りではない。 

 

結論として当方の相場観は、予想通りの 2番天井からの下げだが、もう一段安を期待している。

しかし、ここからの急落場面は、買い場となるだろう。 

 

 

 



〔穀物〕 
今週のコーンの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

3 月 19 日 \27,490 100 \24,930 -40 

3 月 21 日 \26,890 -600 \24,760 -170 

3 月 22 日 \26,720 -170 \24,580 -180 

3 月 23 日 \26,870 150 \24,480 -100 

まずはコーンから… 

先週号においては『売りは総撤退である。ここから買うには気分的な抵抗が大きいだろうが、

こういう相場は｢押し目待ちに押し目無し｣になるケースも多いものだ。どうせなら途転買いが良

いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けの3/19には25,180円までの高値を記録するものの、その後は急落。

週末は 24,340円の安値まで出て、その後に小戻しして終了。 

○ 東京コーン日足 

…削除済み… 

｢押し目待ちに押し目無し｣になるか？とした途端、相場はピークアウトした格好である。 

 

元々ファンダメンタルズでは、作付面積の増加と期末在庫の増加で上がる相場ではないとの

判断だったわけだが、円安の支援を受けて上昇する相場に踏まされた後に下がるパターンは、

曲がり屋の典型だ。 

こうなっては、やる事なす事が裏目に出るのだろう。豆腐の角で怪我するってヤツだ。 

 

これから本格的な天候相場が始まるわけだが、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 
東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 5 月 \27,970 4 月 18 日 \29,360 4月 21日 \22,000 
11 月 28

日 
\26,870 

2012 年 7 月 \28,180 6 月 16 日 \28,560 8月 30日 \22,110 
12 月 15

日 
\26,650 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \28,550 9月 13日 \21,930 
11 月 28

日 
\26,240 

2012 年 11 月 \24,400 
10 月 17

日 
\25,060 3月 19日 \21,110 1 月 1 日 \24,340 

2013 年 1 月 \21,790 
12 月 16

日 
\24,890 3月 19日 \21,650 

12 月 16

日 
\24,140 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \25,180 3月 19日 \23,060 2 月 16 日 \24,480 

 先物 3本が週明けに高値更新した後、ピークアウトとなっている。 

 

○シカゴコーン日足（3/22現在） 

…削除済み… 

週末 3/23のシカゴ市場は、5月限で前日比 2.00セント高の 646.50セント。円高であるため、

国内換算では 15時半比 180円安である。 

 

CFTC 発表の 3/20現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

シカゴは 19日、20日と急落したわけだが、ファンドは難平買いの様相。高ければ買って、安

ければ売るのがファンドなのだが、こういう行動は珍しい。31 日の作付意向面積発表に、何ら



かの強材料でも期待しているのだろうか？ 

  

結論として当方の相場観は、天候異変がない限り、ファンダメンタルズからは買い目は薄い相

場だと考えているものの、シカゴでのファンドの買い意欲は旺盛である。31 日の作付面積意向

発表を見て、また考えたい。 

 

 
今週の大豆の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

3 月 19 日 \38,030 -950 \45,550 20 

3 月 21 日 \39,000 -30 \45,210 -340 

3 月 22 日 \39,610 610 \44,820 -390 

3 月 23 日 \40,970 1360 \45,050 230 

続いて一般大豆です… 

先週号においては『完全に青天井型の相場は、まだ上げ道中であると見る。押し目待ちに押し

目なしで、天井を打つまで駆け上がるだろう。よって下げに転じた時は、それは押し目ではなく、

天井と見るべきだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けには 45,990 円まで上昇して高値更新をするものの、春分の日を挟

んで下落に転じた。週末には安値で 44,080円まで下落し、下落幅は 2,000円近くに及んだが、

そこからは急反騰して 1,000円の戻りで終了である。 

○ 東京大豆日足 

…削除済み… 

相対力指数は 82ポイント辺りまで上昇した後、今また 70ポイントを割り込んで来たものの、

まだ週末現在では 68ポイント台。 

 

週明けの高値からは急落だが、…中略… 

 

いずれにせよ、来週末 31 日は米農務省から作付意向面積が発表される。いよいよ天候相場が

始まるわけで、その発表後にもう一度ファンダメンタルズを整理して、今後の相場の行方を考え

たい。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \50,170 4 月 18 日 \51,180 4月 21日 \31,200 
12 月 16

日 
\40,970 

2012 年 6 月 \49,820 6 月 16 日 \49,910 9 月 5 日 \33,600 
12 月 16

日 
\39,420 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \50,110 9 月 5 日 \35,610 
12 月 15

日 
\41,180 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \44,250 
10 月 17

日 
\36,410 

12 月 15

日 
\42,500 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \44,360 3月 19日 \36,830 
12 月 16

日 
\43,630 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \45,990 3月 19日 \41,050 2 月 16 日 \45,050 

 

○シカゴ大豆日足（3/22現在） 

…削除済み… 

週末 3/236のシカゴ市場は、5月限で 16.25セント高の 1365.75セント。円高なので、東京市



場 15時半比では 160円安である。 

 

シカゴ市場は約７ヶ月ぶりの高値を 3/19 に付け、その時点での価格は 1378 セント。そこか

ら 30セントほど下げた相場は、指数調整してまた週末に上げたわけだ。上げ要因は、作付面積

の減少懸念である。 

このところの大豆の上げは急なわけだが、…中略… 

 

CFTC 発表の 3/20現在のファンドのポジションは、…中略… 

ファンドの買いはついに 20万枚を突破し、もう少しで史上最大の買い越しとなりそうだ。こ

れだけ買い進めば高いのは道理だが、買ったものは売らねばならぬ。その時にどうなるかであろ

う。 

天候相場期の初期に天井は打つのだろうが、それがどこかはまだ不明。 

 

結論として当方の相場観は、今はまだ指数調整の下げであろう。シカゴでのファンド買いは

20万枚を突破し、行き着くところまで行って終わる相場であると想定している。 

 

 

 



〔コメ〕 
今週のコメの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

3 月 19 日 \14,410 0 \14,210 -30 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

3 月 21 日 \14,200 -50 \14,290   

3 月 22 日 \14,240 40 \14,290 0 

3 月 23 日 \14,270 30 \14,270 -20 

 14,000 円台前半で全く動かなくなってしまったコメ相場だが、今回は 3 月きり納会が終わっ

たので、久々にコメントしたい。 

 

 今回の受け渡しは 9 枚。先物のポジションでは 18枚という事になる。銘柄は全量、福島県産

（会津）コシヒカリ 1等である。今までは中通り産ばかりだったが、それは安いのでさばけたの

だろう。今度は会津産になったわけだ。 

 

 コメは銘柄ごとに格差があるので、納会値の 14,410円は関東産コシヒカリ（茨城・千葉・栃

木産）の価格である。 

 福島中通り産はそれよりも 500円安いが、逆に会津産は 600円高く、同じ福島でも中通りより

は 1100円高い事となる。 

 

 …以下略… 

 

 

 



〔ゴム〕 
今週のゴムの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

3 月 19 日 315.4 0.6 333.6 1.0 

3 月 21 日 314.0 -1.4 332.2 -1.4 

3 月 22 日 310.5 -3.5 331.9 -0.3 

3 月 23 日 310.0 -0.5 330.6 -1.3 

先週号においては『どちらかと言えばまだ押し目買い有利の展開と読む。320円台は買い拾っ

ておけば、利は乗るのではあるまいか』とコメントした。 

今週の相場展開は、330円を挟んでのもみ合いの展開。日中に急落して 330円を割り込むと戻

し、かと言って上昇にも繋がらず…といったところであった。 

○東京ゴム日足 

…削除済み… 

年明けの 258.7円（1/5）→344.4円（2/24）までの上昇幅は、85.7円。そこからは、20円幅

程度でのもみ合いに入った。 

 

現状では 340円台は売りだろうとの見方で頭が重く、逆に 320円からは買いだろうとの見方で

底堅くで、今の 330円が居心地の良い水準なのかもしれない。 

相場である限り、またどちらかに放れるわけではあるが、今はその材料待ちといったところで

あろう。 

 

タイの市場介入は開始されたようであるが、相場水準がすでに低いわけではなく、また季節的

に原料供給が多いわけではないゆえ、微量に留まっている模様。だが一応は強材料だ。 

一方で中国の自動車販売台数には陰りも見られ、これは弱材料である。 

 

結局のところ、原油や株価・為替の動向など、様々な材料が複合して今後の相場動向に影響す

るのだろうから、今は中立となったチャートがどちらに向かうのかを見て行く事が肝要なのだろ

う。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 3 月 318.7 9 月 27 日 327.9 
10 月 17

日 
247.5  

11 月 11

日 
310.0  

2012 年 4 月 292.5 
10 月 26

日 
330.6 2月 27日 248.6  

11 月 11

日 
312.6  

2012 年 5 月 266.0 
11 月 25

日 
335.0 2月 27日 256.9  1 月 5 日 317.3  

2012 年 6 月 279.6 
12 月 22

日 
339.5 2月 27日 258.7  1 月 5 日 323.5  

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 342.0 2月 27日 307.5  1 月 31 日 327.4  

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2月 27日 320.4  3 月 7 日 330.6  

 

当先のサヤは、3月限 310.0円～8月限 330.6円と 20.6 円の順ザヤ。順ザヤ幅はまた干拡大し

た。 

  

週末現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は、3/10現在で 179トン増の 14,257トン。2旬連続の増加である。 



 

上海ゴム在庫は、…中略… 

 

上海ゴム価格は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、突っ込みは買い、吹き値は売りの逆張り対処だろう。今しばらく

は、もみ合いの展開を予想する。 

 

 

 



〔石油製品〕 
今週の原油の値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

3 月 19 日 \64,310 410 \62,910 930 

3 月 21 日 \64,230 -80 \62,830 -80 

3 月 22 日 \63,960 -270 \61,920 -910 

3 月 23 日 \63,600 -360 \61,180 -740 

まずは原油から… 

先週号においては『上昇相場はまだ続いている。押し目買い方針堅持で、夏場に向けての一段

高を狙うべきだろう。イラン情勢次第では、史上最高値の更新も夢ではないと見る』とコメント

した。 

今週の相場展開は、NY原油は 100ドル台でのもみ合いの展開。 

 

東京原油は、63,550円（3/15）からは下落に転じ、週末は安値で 60,480 円まで下落。しかし

そこからは、早速戻り始める情勢となっている。 

 

○ NY原油日足（3/22現在） 

…削除済み… 

週末 3/23 の NY 市場は、前日比 1.52 ドル高の 106.87 ルで終了。円高であるため、国内換算

では 15時半比 300円高である。 

NY 原油の直近の高値は 110.55 ドル（3/1）であるが、下げても 105 ドル台で底堅く推移して

おり。105～110ドルでの高値保合いとなっている。 

 

原油高には経済失速の懸念もあるわけだが、…中略… 

 

週末は他油種も高く、ロンドンブレントは 125ドル台、ドバイ原油は 123ドル台である。 

ゴールドマン・サックスは、ブレントで夏場には 140 ドル目標とぶち上げているわけで、そ

うなると NY原油は 125ドル目標という事になるだろし、未だ押し目買い基調は続きそう。 

 

なお 3/20 現在のファンドのポジションは、…中略… 

    

○東京原油日足 

…削除済み… 

先週号では｢為替が円高へと反転した場合は深押しするだろうが、その場合でも下げはせいぜ

い 3,000 円程度かも｣としたわけだが、63,550 円→60,480 円までちょうど 3,000 円ほど下げ、

その後また反騰しているわけだ。 

 

もしももう一段の円高局面到来となれば 6 万円割れもあるだろうが、NY 原油が底堅い中では

それも押し目買いだろう。 

 



 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 3 月 \45,770 10 月 3 日 \64,480 3月 15日 \44,390 10 月 5 日 \63,600 

2012 年 4 月 \50,630 11 月 1 日 \65,020 3月 15日 \48,130 
12 月 19

日 
\62,750 

2012 年 5 月 \51,720 12 月 1 日 \64,380 3月 15日 \47,910 
12 月 19

日 
\62,240 

2012 年 6 月 \51,590 1 月 4 日 \64,020 3月 15日 \51,100 1 月 4 日 \61,800 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \63,810 3月 15日 \51,040 2 月 3 日 \61,480 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3月 15日 \58,740 3 月 2 日 \61,180 

  

結論として当方の相場観は、週末の安値で調整は終了した可能性が高いだろう。今後も押し目

買いの継続であり、円高で売られた場面は良い買い場であろう。 

 

 
今週のガソリンの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

3 月 19 日 \79,430 460 \76,950 890 

3 月 21 日 \78,950 -480 \76,880 -70 

3 月 22 日 \77,770 -1180 \75,900 -980 

3 月 23 日 \77,110 -660 \75,040 -860 

続いてガソリンです…先週号においては『まずは 8万円相場を目指した上げ相場が続くだろう。

押し目買い継続の相場であり、値頃感無用の展開が続くだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末 2日間の下げで 74,360円まで下落。高値から 3,000円以上の押しと

なったが、そこからは早速反騰を開始した相場である。 

○東京ガソリン日足 

…削除済み… 

一時は 90 ポイント近くまで上がった指数も、今は 57 ポイント台まで指数調整が出ている。

しかし価格自体は、その時点の 75,000 円とほぼ同じであり、上げたり下げたりしながら指数調

整を終えれば、結局はまた高いという事になるだろう。 

 

原油価格が高止まりする中、中東情勢という懸念が残り、さらに国内需給も悪くない。懸念は

一時的な円高だが、それがあって今週のような下げ幅なのであり、そういう場面は拾っておく相

場であろう。 

 

 一代の推移は、以下のとおり。 
東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \58,900 9 月 26 日 \80,500 3月 15日 \57,260 10 月 5 日 \77,110 

2012 年 5 月 \62,380 
10 月 26

日 
\80,750 3月 15日 \59,350 

11 月 22

日 
\77,000 

2012 年 6 月 \61,020 
11 月 28

日 
\80,590 3月 15日 \60,510 

12 月 19

日 
\76,810 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\79,810 3月 15日 \62,500 

12 月 30

日 
\76,310 

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \78,910 3月 15日 \64,920 2 月 3 日 \75,730 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3月 15日 \71,700 3 月 1 日 \75,040 

  

3/23 現在の業者間転売価格は、…中略… 



  

3/18 現在のガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、週末までの 3,000円下げは単なる調整であろう。未だ押し目買い

継続の相場で、新高値更新を目指す相場であると読む。 

 

 
今週の灯油の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

3 月 19 日 \74,040 890 \74,970 890 

3 月 21 日 \74,170 130 \75,120 150 

3 月 22 日 \73,250 -920 \74,190 -930 

3 月 23 日 \72,850 -400 \73,430 -760 

最後に灯油です…先週号においては『まずは 77,000円台を目指した上げ相場が続くのだろう

と考える。最終的には、6月末まで大天井は打たないとも考えている』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末 2日間の下げで 72,710円まで直近の高値からは 3,000円の押しを入

れ、そこから買い直されて終了である。 

○東京灯油日足 

…削除済み… 

直近の高値は 75,730 円（3/15）であり、そこからは 3,000 円ほど下げた。相対力指数も 90

ポイント近いところからは、逆行現象を入れて 60ポイント台まで指数調整。 

上げたり下げたりしながら 50ポイント程度までの調整はあるかもしれないが、75,000円台で

天井を打ったとはまだ言えない相場であろう。 

 

大勢では先週号でコメントしたとおり、｢1 月きりが発会する 6 月末まで高値が続く可能性も

ある｣と見ている。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 
東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \59,490 9 月 26 日 \74,300 3月 15日 \57,250 10 月 5 日 \72,850 

2012 年 5 月 \61,740 
10 月 26

日 
\74,050 3月 15日 \59,010 

12 月 19

日 
\72,400 

2012 年 6 月 \62,400 
11 月 28

日 
\74,200 3月 15日 \58,700 

12 月 19

日 
\72,290 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\74,500 3月 15日 \50,660 

12 月 30

日 
\72,460 

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \75,130 3月 15日 \61,870 2 月 3 日 \72,890 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3月 15日 \70,040 3 月 1 日 \73,430 

  

3/23 現在の業者間転売価格は、…中略… 

 

3/18 現在の灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、3,000円安の調整は出たものの、調整はこの程度だろう。今後も

押し目買いの相場は続くと思われ、急落場面は拾っておく相場であろう。 

  

  

  



〔為替〕 

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

84.17 円（3/15）まで円安が進んだ相場は、82 円台前半まで円高が到来中である。NY タイム

では、週末に 82 円ジャストまでの円高である。 

 

70 ポイント以上で推移していた相対力指数も、やっと 60 ポイントまで低下してきており、出

来れば 50 ポイントまで調整して欲しいところ。 

商品相場の動向は、今はこの為替相場がメインであり、円高になるか、円安になるかで大きな

違いである。 

 

ただしチャートでは、幾ら円高になっても 80 円を一瞬下回る程度だろうと見る。順当なら 81

円台がせいぜいかも…。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

111.42 円（3/21）まで円安となった相場は、108 円台前円高に。週末の NY タイムでは 109

円台での推移だ。 

 

○ ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

ユーロ/ドルも調整局面だが、あまりドル安が進行する状況にはなりそうもないチャートであ

る。分岐点で支えられたゆえに。 

 

 

このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

ひげの中ちゃん相場情報 

中田幸一郎 

メールアドレス info@higenaka.com 


